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*このレポートは生成AIにて作成されています【2025/8/27作成】
 制度の概要

東京都内の高度再資源化設備導入を促進する中小企業等に対し、廃プラスチック類等の設備

導入費用の一部を補助します。国補助金との併用が必須で、資源循環産業の発展を支援する

制度です。

 支援内容

□ プラスチックマテリアルリサイクル設備

最大5,000万円 補助率：1/2以内

□ 太陽光パネルリサイクル設備

最大4,000万円 補助率：1/2以内

□ 破砕・選別設備（金属）

最大7,500万円 補助率：1/2以内

 対象となる取組

【プラスチック設備】

【太陽光パネル設備】

【金属破砕・選別設備】

 対象者

 採択率向上のポイント

 戦略的分析

【国補助金併用の必要性】

【段階的設備導入戦略】

 設備投資実績の推移

設備投資実績（2020-2025年）：リサイクル設備投資が年々増加傾向

平均補助額：約4,200万円（全メニュー平均）

 設備導入事例と分野

設備分野 代表的な導入設備

プラスチック 自動選別機・ペレット化装置

太陽光パネル 分離装置・ガラス分別機

金属破砕 大型シュレッダー・磁力選別機

効率化設備 AI選別システム・自動化装置

品質向上 洗浄設備・純度向上装置

 専門家活用のススメ

 必要書類とチェックポイント

提出書類 チェックポイント

交付申請書・誓約書

国補助申請書副本

法人登記簿謄本

産廃処理業許可証

 申請スケジュール

 補足事項

 問い合わせ

制度詳細 https://www.tokyokankyo.jp/apply/koudo-saishigen/

お問い合わせ 公益財団法人東京都環境公社

環境共生部 環境事業課 事業運営係

高度再資源化設備導入促進事業担当

TEL：03-6666-9272

受付：月～金曜日（祝日除く）9:00～12:00、13:00～17:00

廃プラスチック類の破砕・洗浄設備

ペレット化・成形設備導入

マテリアルリサイクル効率化設備

パネル分離・分解設備導入

ガラス・金属・シリコン選別設備

リサイクル処理効率化設備

金属廃棄物破砕設備導入

磁力・比重選別設備導入

回収率向上のための分離設備

資本金3億円以下または従業員300人以下の中小企業等

東京都内で事業を実施する法人・個人事業主

産業廃棄物処理業許可を保有する事業者

国設備補助金の交付決定を受けた事業者

国補助金の事前取得：環境省補助金の交付決定が必須要件

書類の完備：国補助申請書副本や許可証の準備が重要

事業計画の具体性：設備仕様・導入効果の詳細記載

早期申請：予算消化次第で受付停止のため注意

環境省補助金の事前取得が絶対条件

国補助1/2取得なら都補助は1/4追加可能

国補助1/3取得なら都補助は1/3追加可能

金属設備で最高額7,500万円狙い

複数年事業で段階的拡張が有効

許可業種に適合した設備選定重要

国補助金申請：環境省補助金の事前申請支援

許可要件確認：産廃処理業許可の適合性診断

事業計画策定：設備導入効果の定量化支援

実績報告対応：複雑な実績報告書作成サポート

記載漏れや押印忘れがないか

申請者情報の正確性確認

事業計画の具体性と実現性

令和7年4月1日以降の交付決定通知

対象設備の合致確認

発行から3ヶ月以内の最新版

資本金・従業員数の要件確認

東京都知事または八王子市長許可

許可期限の有効性確認

事前準備期間

国補助金申請から2～6ヶ月程度。産廃許可や設備仕様の事前確認が重要。

公募期間

2025年6月10日～2030年12月31日

電子メール申請。

※予算消化次第で受付終了。先着順審査のため早期申請推奨。

審査期間

申請後1～2ヶ月程度（書類審査・現地調査含む）

交付決定通知

審査完了後順次通知（不備があれば1ヶ月以内修正必須）

事業実施・報告

交付決定後～最長5年間。

事業完了後30日以内に実績報告書提出必須

交付決定前の契約・発注・支払は補助対象外

取得財産は10年間または耐用年数まで処分制限

https://www.tokyokankyo.jp/apply/koudo-saishigen/

